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今
年
は
秋
に
入

っ
て
も
不
安
定
な

天
候
が
続
い
て
い
ま
す
。
深
ま
り
ゆ

く
秋
の
訪
れ
の
な
か
、
伊
那
谷
特
有

の
赤
石
連
山
が
映
え
る
抜
け
る
様
な

青
空
が
待
た
れ
ま
す
。

十
月
十
九

日

・
二
十

日
の
両

日

「
下
市
田
文
化
祭
り
」
「
萩
の
郷
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
市
庵
で
の
抹
茶
接
待
に
続
く
力

作
秀
作
揃
い
の
作
品
展
示
場
は
、
熱

心
な
区
民
の
皆
さ
ん
で
盛
況
で
し
た
。

区
民
広
場
で
は
、
地
元
消
防
団
員

と
子
供
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

防
災
活
動
が
出
来
ま
し
た
。

翌
日
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
、

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
年
は
松
川
町
の

「
和
楽
座
」
の

公
演
が
行
わ
れ
、
大
き
な
拍
手
と
笑

い
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
に
入
り

一
四
五
名
の
高
齢
者

表
彰
と
記
念
品
贈
呈
の
後
、
昼
食
を

と
り
な
が
ら
の
歓
談
の
な
か
、
各
種

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、

恒
例
の
舞
台

・
客
席

・
参
加
者
全
員

に
よ
る
″信
濃
の
国
″
の
大
合
唱
で
、

閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下
井
美
紀
男

今
年
は
局
所
的
に
猛
雨
が

方
々
に
あ
り
、
大
災
害
を
も

た
ら
し
極
端
気
象
と
も
表
現

さ
れ
た
。
異
常
気
象
と
言
わ

れ
て
久
し
い
が
、
そ
れ
を
超

え
た
猛
烈
な
暑
さ
、
猛
烈
な

雨
に
警
戒
す
る
よ
う
に
と
報

道
さ
れ
る
と
、
三

・
六
災
害

が
脳
裏
を
か
す
め
防
災
に
つ

い
て
考
え
る
、
今
年
の
夏
も

そ
ん
な
日
々
で
し
た
。

０
　
ム
ロ
風
１８
号
で
は
、
四
区

の
間
ヶ
沢
の
里
山
に
崩
落
が

あ
り
、
倒
木
や
土
砂
が
川
や

道
路
を
塞
ぐ
と
い
う
状
況
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
後
の
心

配
も
あ
り
、
町
の
担
当
を
通

じ
て
事
後
対
策
を
構
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

０
　
次
に
リ
ニ
ア
に
つ
い
て

ル
ー
ト
及
び
駅
の
位
置
が
こ

の
ほ
ど
示
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
の
下
市
田
の
平
坦
地
と
い

う
構
想
か
ら
は
、
飯
田
の
水

源
地

・
遺
跡
群
を

避
け
る
こ
と
な
ど

で
、
下
市
田
は
直

接
に
ル
ー
ト
や
駅
に
係
わ
ら

な
く
な

っ
た
。
リ

ニ
ア
は
さ

ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
に
と

っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
考
え
た
い
。
駅

の
位
置
か
ら
は
程
よ
い
距
離

に
あ
る
下
市
田
と
し
て
は
、

関
連
す
る
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
が
便
利
に
安
全
に
改
良

が
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

０
　
大
丸
山
に
区
有
地
が

一

一
〇
〇
〇
２ｍ
余
あ
り
ま
す
が
、

町
の
公
園
整
備
事
業
が
二
十

四
年
度
よ
り
三
ヶ
年
の
計
画

で
始
め
ら
れ
、
本
年
度
は
二

年
目
で
写
真
に
見
る
よ
う
に

き
れ
い
に
雑
木
が
伐
採
さ
れ
、

道
路
上
に
の
り
出
し
て
い
た

大
木
も
適
宜
枝
伐
採
で
取
り

除
か
れ
て
、
東
方
面
か
ら
の

景
観
も
よ
く
な

っ
て
生
ま
れ

変
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
区
と

し
て
は
山
の
管
理
面
で
大
変

助
か

っ
て
お
り
ま
す
。

中
間
監
査
報
告

監
査
委
員
長
北
沢
義
弘

去
る
十
月
二
十
三
日
に
下

市
田
区
関
係
の
上
半
期
会
計

の
中
間
監
査
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

・
特
別
会
計

・

営
繕
準
備
金
特
別
会
計
の
監

査
を
行
い
、
区
費
の
徴
収
状

況

・
諸
収
入
徴
収
状
況
等
、

支
出
面
に
お
い
て
は
、
各
科

目
の
支
払
い
内
容
及
び
金
額

に
つ
い
て
検
証
い
た
し
ま
し

た
。
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
事
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

公
民
館

・
萩
山
神
社
会
計

に
つ
い
て
も
、
上
半
期
の
決

算
報
告
書
の
提
出
を
い
た
だ

き
、
支
払
い
内
容

・
金
額
を

検
証
し
た
結
果
、
正
確
に
処

理
さ
れ
て
い
る
事
を
認
め
ま

し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま

す
。

△印減 (単位 円)

平成25年度 下市田区一般会計中間決算報告書
(自 平成25年 4月 1日 ～至 平成25年 9月 30日 )

決算収入額 19,313,599円 決算支出額 9,126,113円 差引残高 10,187,486円
【支出の部】【収入の部】

平成25年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成25年 4月 1日 ～至平成25年 9月 30日 )

決算収入額 2,289,867円 決算支出額 1,535,417円  差引残高 754,450円
【支出の部】【収入の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

支

1又

7,100,874

15,700,000

7,570,000

1,120,000

500,000

1,600,000

2,200,000

7,100,874

7,807,180

2,541,100

0

56,334

1,630,000

178,111

0

△  7,892,820

△  5,028,900

△  1,120,000

収 入 合計 35,790,874 19,313,599 △ 16,477,275

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
環境衛生費

12,652,000

1,000,000

3,365,901

830,000 160,643

3,897,000

6,527,000

2,426,000

3,000,000

123,700

2,286,594

1,689,275

1,500,000

5,458,874

∠:ゝ  9,286,099

△

△

△

△

△

△

△  5,458,874

支 出合計 35,790.874   9,126,113 △ 26,664,761

科  目 1予 算 額 決 算 額 増  減

入

406,577

3,000,000

520,000

1,000

406,577

1,500,000

377,200

6,090

△  1,500,000

△   142,800

5,090

収 入合 計 3,927,577 2,289,867 △ 1,637,710

科  目 1予 算 額 決 算 額 増  減

予 備  費

1,930,000

1,840,000

20,000

137,577

739,897

774,520

21,000

0

∠:ヽ  1,190,103

△ 1,065,480

1,000

△   137,577

支 出合 計 3,927,577 1,535,417 △ 2,392,160

△印減 (単位 円)
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末
ま
で
約
五
〇
〇
年
に
わ
た

り
市
田
郷

（市
田

・
山
吹
）

を
支
配
。
松
岡
城
を
築
き
勢

九
月
二
十
三

日

「
松
岡
城
主

五
百
年
の
遠
忌

法
要
」
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し

た
。松
岡
城
址

へ

慰
霊
碑
を
建
立
、

関
係
者

一
三
〇

名
余
列
席
の
も

と
除
幕
式
、
続

い
て
法
要
会
を

・　
挙
行
し
ま
し
た
。

式
　
松
岡
氏
は
、

幕

平
安
時
代
の
末

降
い
に
市
田
へ
土
着

し
、
戦
国
時
代

力
を
拡
大
す
る
だ
け
で
な
く
、

萩
山
神
社

・
安
養
寺

・
松
源

寺
な
ど
多
く
の
社
寺
を
創
建
。

ま
た
道
路

・
水
路
を
開
削
、

田
畑
を
開
墾
し
て
農
業
な
ど

産
業
を
振
興
、
市
場
も
開
設

す
る
な
ど
領
内
の
経
済
力
を

高
め
、
伊
那
谷
に
お
け
る
有

力
武
将
と
な
り
ま
し
た
。
高

森
町
の
基
盤
を
作

っ
た
の
は
、

歴
代
の
松
岡
城
城
主
で
し
た
。

し
か
し
戦
国
時
代
の
伊
那

谷
は
、
武
田
信
玄

・
織
田
信

長

・
徳
川
家
康
と
支
配
者
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
中
、

天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）

密
告
に
よ
り
、
三
河
の
家
康

に
背
い
た
謀
反
人
と
し
て
、

松
岡
氏
は
捕
え
ら
れ
改
易
、

松
岡
城
は
廃
城
。
高
森
町
史

に
よ
れ
ば
、
現
在
松
岡

氏
の
確
実
な
系
図
は
判

ら
ず
、
松
岡
氏
の
墓
地

と
称
す
べ
き
も
の
は
無

い
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ

っ
て
歴
代
城
主
の
法

要
は
四
百
年
余

一
度
も

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の

「
松
岡
城
主

五
百
年
法
要
会
」
の
主

催
者
は
高
森
町
史
学
会
。

共
催
者
は
松
岡
城
址
愛

護
会

・
安
養
寺

・
松
源

寺

・
萩
山
神
社
。
後
援

任
期
満
了
に
伴
う
高
森
町

議
会
議
員
選
挙
が
七
月
十
六

日
に
告
示
さ
れ
、
定
数
十
五

人
に
対
し
十
六
人
が
立
候
補

し
ま
し
た
。

七
月
二
十

一
日
の
投
票
率

は
七
二

・
五
八
％
と
な
り
、

新
し
い
議
会
議
員
十
五
人
が

決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
二
十

九
年
七
月
二
十
九
日
ま
で
の

四
年
間
の
任
期
で
す
が
、
町

民
の
代
表
と
し
て
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

団
体
は
下
市
田
区

・
牛
牧
区

・

上
市
田
区

・
下
市
田
史
談
会

・

牛
牧
史
学
会

・
旧
松
岡
五
人

衆

（上
沼

・
中
村

・
羽
生

・

橋
都

・
坂
牧
）
。

今
年
四
月
か
ら
寄
付
集
め

を
開
始
。
予
想
以
上
の
三
〇

〇
余
名
の
御
芳
志
が
集
ま
り

関
係
者

一
同
感
激
し
ま
し
た
。

更
に
五
〇
〇
年
前
松
岡
氏
と

松
源
寺
が
、
井
伊
谷
の
井
伊

氏

（彦
根
城
城
主
の
先
祖
）

を
助
け
た
法
縁
か
ら
、
浜
松

か
ら
も
多
額
な
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
、　
一
同
胸
が
詰
ま
る
思

い
で
し
た
。

法
要
会
計
担
当

橋
都
　
正

新今
年
度
の
抱
負

宮

外

正

彦

（六
区
）

七
月
の
町
議
会
選
挙
に
お

い
て
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
三
期
日
と
な
り

尚

一
層
議
会
活
動
に
取
組
ん

で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
は
中
学
校
の
建

設
に
よ
り
、
少
し
悪
く
な

っ

て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
頃

ま
で
は
大
型
事
業
を
控
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
リ

ニ
ア
新
幹

線
の
ル
ー
ト
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
飯
田
市
を
中
心
と
し

た
南
信
州
広
域
連
合
の
大
き

な
枠
組
み
の
中
で
、
高
森
町

の
将
来
像
を
描
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者
が
健
康
で
長
生
き

出
来
る
社
会
を
目
指
し
て
、

活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「女
性
の
元
気
は

地
域
の
力
」

福
沢
千
恵
子
（五
区
）

七
月
の
町
議
選
に
お
き
ま

し
て
は
、
大
変
お
世
話
様
に

な
り
ま
し
た
。

一
期
四
年
の
議
員
活
動
を

通
し
て
、
地
域
の
方
々
の
思

い
を
共
有
し
、　
一
緒
に
い
い

汗
を
流
し
、
政
策
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年

「
食

で
つ
な
が
る
女

性

の
集

い
」
を
開
催
す
る
中

で
、
多
く
の
女
性
の
隠
さ
れ

た
パ
ワ
ー

（
ア
イ
デ

ィ
ア

・

実
行
力
等
）
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
赤
や

女
性
ふ
る
さ
と
が
衰
退
す
る

中
で
、
下
市
田
区

へ
の
女
性

の
参
画
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
祭
り
な
ど
の
行
事
や
、
災

害
時
の
女
性
の
役
割
は
随
所

に
存
在
し
ま
す
。

「
女
性

の
元
気
は
地
域

の

力
」
と
な
る
よ
う
、
議
員
活

動
に
勤
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
の
抱
負

林

　
ま
ゆ
み

（三
区
）

こ
の
度
の
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
皆
様
の
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
町

政
に
お
届
け
し
、
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声

が
け
下
さ
い
。

今
期
は
、
「
子
育

て
世
代

の
思
い
や
願
い
を
町
政

へ
お

届
け
す
る
」
「
健
康
寿
命
を

延
ば
し
生
涯
現
役
で
く
ら
せ

る
町
を
目
指
す
」
「
地
域
社

会
が
抱
え
る
課
題
を
共
に
考

え
解
決
し
て
い
く
」
を
軸
に

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

女
性
が
社
会
進
出
す
る
為

の
支
援
を
は
じ
め
、
町
民
ひ

と
り

一
人
の
幸
せ
感
の
維
持
・

向
上
の
為
の
町
づ
く
り
と
は
？

皆
様
と
共
に
考
え
、
子
供
た

ち
の
未
来
ま
で
安
心
で
き
る

町
を
目
指
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

法要会 0斎座 開催される
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二
十
五
年
度
萩

の
郷
祭
り

が
、
七
月
二
十
七
日
に
下
市

田
区
民
会
館
広
場
に
於
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
館
の

一
大
事
業
で
も
あ

り
ま
す
萩
の
郷
祭
り
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
、　
一
ヶ
月
以
上

も
前
か
ら
下
井
区
長

・
坂
牧

支
館
長
を
中
心
に
支
館
部
員

全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
計
画
、

準
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
取
り
分
け
企
画

・
運

営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
昨

年
の
反
省
会
記
録
に
基
づ
き

緻
密
な
補
充
や
修
正
を
話
し

合
い
な
が
ら
計
画
を
進
め
ま

し
た
。
当
日
は
、
支
館
部

員
は
各
担
当
に
分
か

れ
、
責
任
者
の
元
、

朝
か
ら
汗
を
流
し
な

が
ら
準
備
を
行
い
ま

し
た
。
昼
食
に
カ
レ
ー

を
作

っ
て
皆
で
食

べ

た
の
も
楽
し
い
思
い

出
で
す
。

次
第
に
舞
台
が
組

ま
れ
、
本
部
席
の
テ

ン
ト
が
出
来
、
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
の
各

区
青
年
会

・
や
ら
ま

い
会
の
皆
さ
ん
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
る
と
、

お
祭
り
の
雰
囲
気
も

ぐ

っ
と
盛
り
上
が

っ
て
来
ま

し
た
。
六
時
の
開
会
を
前
に
、

出
演
さ
れ
る
方
々
や
浴
衣
や

甚
平
を
着
た
子
供
達
が
大
勢

集
ま

っ
て
来
て
、
広
場
は
た

ち
ま
ち
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
五
時
半
、
紅
華
の

皆
さ
ん
に
よ
る
呼
び
込
み
太

鼓
が
始
ま
る
と
舞
台
の
周
辺

は
人
の
渦
が
出
来
始
め
ま
し

た
。
続
い
て
第

一
部
で
は
木

遣
保
存
会
の
木
遣
、
第
二
部

で
は
紅
華
の
皆
さ
ん
の
力
強

く
素
敵
な
演
奏
、
第
二
部
で

そ
し
て
又
花
火

大
会
で
は
、
満

面
の
笑
顔
で
、

夢
中
で
色
と
り

ど
り
の
花
火
の

先
を
追
う
姿
を

見
ま
し
た
。

こ
の
子
供
達

が
楽
し
か

っ
た

思
い
出
を
胸
に

残
し
な
が
ら
大

人
に
な
り
、
又

伝
統
行
事
で
あ

る
萩
の
郷
祭
り

を
継
承
し
て
い
っ

て
く
れ
る
事
だ

ろ
う
な
と
感
じ
、

は
保
育
園
園

児
の
愛
く
る

し
い
ダ
ン
ス
、

第
四
部

で
は

元
気

一
杯

の

子
供

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
第
五

部
で
は
各
区
の
皆
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
発
表
、
第
六
部
で

は
育
成
会
に
よ
る
縄
文
の
火

お
こ
し
と
花
火
大
会
。
そ
し

て
第
七
部
は
、
全
員
で
盆
踊

り
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊

り
ま
し
た
。

子
供
達
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

笑
顔
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、

ダ
ン
ス
で
も

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

で
も
時
代
を
先
取
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
あ
り
、
目
を
見
張

万
感
の
思
い
と
共
に
エ
ー
ル
　
い
た
皆
様
全
員
に
心
よ
り
感

り
ま
し
た
。
火
お
こ
し
の
時

を
送
り
た
い
気
持
ち
で

一
杯

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
あ
の
期
待
に
満
ち
た
顔
、
　

に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
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萩
の
郷
文
化
祭
り
が
、
十

月
十
九
日

・
二
十
日
の
両
日
、

下
市
田
区
民
会
館
に
於
い
て

ブ
の
皆
様
に
よ
る
お
抹
茶
の

接
待
が
あ
り
ま
し
た
。

色
合
い
の
美
し
い
小
物
や

バ

ッ
グ
は
、
四
区
革
工
芸
ク

ラ
ブ
。
思
い
出
の
着
物
や
布

か
ら
、
袋
Ｆ物
や
タ
ベ
ス
ト
リ
ー

等
を
仕
上
げ
た
手
あ
そ
び
の

会
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
す
け

っ

と
は
、
ち
ぎ
り
絵

・
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
等
に
挑
戦
。
趣
の
あ

る
器

・
植
木
鉢
は
や
ら
ま
い

会
。
手
型
足
型
の
微
笑
ま
し

い
作
品
は
、
か
い
じ
ゅ
う
サ
ー

ク
ル
。
美
人
画
・水
墨
画
・洋

画
・か
な
書
道
・
写
真
の
会
場

に
は
、
「
二
十
年
、
三
十
年

口凸_

仏

平成25年度

下市田文化祭り

萩の郷ふれあい

と
続
け
て
お
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
、
力
作

が
揃
い
ま
し
た
。

ま
た
、
下
市
田
史
談
会

・

古
文
書
研
究
会
会
場
で
は
、

完
成
に
五
年
を
要
し
た

「
萩

の
郷
方
言
集
」
、
区
内
遺
跡

の
研
究
、
江
戸
時
代
の
貴
重

な
文
献
等
々
に
つ
い
て
、
丁

寧
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
屋
外
に
は
、
丹
精
し

て
育
て
た
五
葉
松
を
は
じ
め
、

寒
ぐ
み

・
ろ
う
や
柿

・
べ
に

や

っ
こ
等
の
美
し
い
盆
栽
が

並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
お
天
気
で

し
た
が
、
大
勢
の
皆
様
に
ご

来
場
頂
き
、
盛
会
裏
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

手
塚
記

ｑ尋
′

鏑
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・
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禁
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十
月
二
十
日
、
小
雨
の
中

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

七
十
五
歳
以
上
の
皆
様
を
お

　

祝
宴

・
昼
食
と
な
り
、
お

招
き
し
て
、
平
成
二
十
五
年

酒
と
お
腹
が
満
た
さ
れ
た
中

度

「萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
」

で
、
午
後
の
部
の
舞
台
発
表

が
区
民
会
館
に
て
盛
大
に
開

が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
高
森

催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
サ
ゥ
ン
ズ
」
に
よ
る

開
催
前
に
は
、
茶
道
ク
ラ

「
秋
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
」
等
、

ブ
の
方
に
よ
り
お
茶
が
ふ
る

馴
染
み
の
深
い
曲
の
演
奏
に

ま
わ
れ
、
肌
寒
い
陽
気
で
し

会
場
は
手
拍
子
が
お
こ
り
ま

た
が
体
が
温
ま
る
お
も
て
な

し
た
。
続
い
て
「
さ
く
ら
会
」

し
を
頂
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
に
よ
る
健
康
体
操
で
す
。
座

っ

ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
　
て
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操

れ
、
午
前
の
部
は

「
和
楽
座

」
を
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し

に
よ
る

「
剣
劇

・
ど
じ

ょ
う

た
。
次
に

「
ハ
ニ
ー
ベ
ル
」
に

す
く

い

ｏ
歌
」
等

の
演
目
の
　
よ
る

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で

発
表
が
あ
り
、
ど
れ
も
気
迫

す
。
透
き
通

っ
た
音
色
に
会

が
こ
も

っ
た
素
晴
ら
し
い
演

場
全
体
が
静
か
に
聴
き
入

っ

lar,V洒

状
ネ
ヽ

て
い
ま
し
た
。

祝
宴
の
最
後
は
、
全
員
参

加

で

「
紅
葉

・
信
濃

の
国
」

を
合
唱
し
、
長
寿
の
皆
様
の

末
永

い
健
康
を
皆

で
喜
び
、

終
宴
と
な
り
ま
し
た
。
杉
田
記

喘
，
　
４
″

「
■
月
贅

増

―

■

「■

　̈，　　
´
．

Ｆ
ｌ

■

）
葛

Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ョ
ー
‥
‥

ｒ
■

■ |

↑¬hヽ J
暉難

―
―
‐
＾
ル
一

1)
/ )]

ヽ

“

綱

“

ヒ
颯 夢ヽ

・
7″
'I″
1

摯ルメン .

｀
1い

上
国

町

胡
ｆ
４

ヽ
．
・
´

「11
ζ

１

日
″
υ
ｌ

ユ
圏

イ
‐́

ヽ
つ

現 FT.T平曰F

‐¬

▲
Ｌ
冒
，

「 lΠ
題

「
丁

孤



平成25年 11月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 86号 (6)

で,I[買
"ぎ

て動
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
住

民

の
方

々
に
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら

「
消
防
ふ
れ
あ

い

広
場
」
を
通
じ

て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、
よ
り

繋
が
り
を
深
め
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
の
内
容
は
、
①
写
真

撮
影

（消
防
車
か
顔
出
し
パ

ネ
ル
）
、
②
消
防
車
乗
車
体

＝
）

毎
年
恒
例
に

新
な
っ
て
き
ま
し

に
ヽ
た

「
消
防

ふ
れ

引
ツ北

あ
い
広
場
」
を

長

今
年
も
開
催
す

涸
る
事
が
で
き
ま

副

し
た
。
今
年
度

鋼
高
森
町
消
防
団

団第一逆
鳩
け馴

訪
が
り
」
を
分
団

目
標
と
し
て
活

験
、
③
水
消
火
器
体
験
、
④

子
供
用
防
火
服
着
用
の
消
防

ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
今
年
は

④
の
子
供
用
防
火
服
を
消
防

署
か
ら
借
用
し
、
実
際
に
お

子
さ
ん
達
に
袖
を
通
し
て
も

ら
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
同
時
に
消
防
団
が
実

際
に
使
用
す
る
ポ
ン
プ
と
ホ
ー

ス
、
筒
先
な
ど
普
段
触
る
こ

と
の
な
い
消
防
機
材
に
触
れ

て
頂
き
、
消
防
の
緊
張
感
を

こ
の
機
会
に
し

っ
か
り
と
体

感
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

他
の
内
容
は
毎
年
変
化
が

乏
し
く
、
ど
う
し
て
も
代
わ

り
映
え
の
し
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
子
供
達

は
素
直
に
喜
ん
で
く
れ
、
元

気
が
体
中
か
ら
深

っ
て
い
る

の
を
感
じ
て
、
見
て
い
る
こ

ち
ら
が
元
気
を
分
け
て
頂
き

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
な
ど
、

各
ご
家
庭
で
の
予
防
消
防
の

徹
底
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

防
災
委
員
長

松
村
啓
八
XXXXXXXX

報
告
書
の
人
員
把
握

の
見
直
し
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
訓
練
で
は
、
資
源
ゴ
ミ

収
集
日
と
重
な
り
時
間
の
制

約
が
あ
り
、
計
画
通
り
の
訓

練
を
す
る
の
が
難
し
い
為
、

区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
時

間
的
な
配
慮
が
出
来
な
い
か
、

町
に
対
し
働
き
掛
け
て
頂
き

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
、

中
で
も
東
海
地
震
が
周
期
的

に
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
様
で
す
。

実
践
的
な
訓
練
が
重
要
で

す
。
ま
ず
は
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
、
常
日
頃
か
ら
災
害

時
の
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

家
族
で
行
い
、
避
難
場
所

・

連
絡
手
段
を
決
め
、
災
害
時

に
備
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

氏
子
の皆
様
お願
いだ
～
　
奸獅則駆詢れ綱肺

氏
子
総
代
長

久
保
田

利

明
　
め
、
前
実
行
委
員
の

萩
山
神
社
の
氏
子
の
皆
様

皆
様
と
、
今
回
の
申
歳
の
実

に
は
、
常
日
頃
神
社
の
祭
事

行
委
員
の
皆
様
で
、
夏
の
陽

を
始
め
、
護
神
運
営
に
ご
協

気
を
も
思
わ
せ
る
秋
空
の
下
、

力
を
戴
き
厚
く
感
謝
申
し
上

「
山
の
神
」
上
の
区
山
に
入

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
御
柱
の
選
木
を
行
い
ま
し

さ
て
萩
山
神
社
の
御
柱
祭

た
。
太
く
て
真
直
ぐ
の
柱
は

が
、
平
成
二
十
八
年
春
祭
に

少
な
く
、
そ
れ
で
も
五
本
程

実
施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
を
決
め
る
事
が
出
来
、
山
を

ヽ _

XXXXXXXX

九
月

一
日
の
防
災
訓
練
に

お
い
て
は
、
区
民
の
皆
様
方

の
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り

多
く
、
二
七
〇
名
の
方

々
が

参
加
下
さ
り
、
防
災
に
対
す

る
意
識
が
高
ま

っ
て
来
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
反
省
会
が
あ
り
、
各

自
治
会

・
委
員
会
の
皆
様
よ

り
、
多
く
の
反
省
点
及
び
問

題
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

安
否
確
認
に
お
い
て
は
、

避
難
出
来
な
か

っ
た
方
々
の

確
認
が
重
要
。
次
回
は
避
難

,■i颯ビo=‐F

■1井馨

出 l嘔菫″
`

圏口

  ili.

融

,,

t,11有
|

過
日
八
月
に
、
下
市
田
区

各
団
体
の
代
表
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
を
お
願
い
し
て
御

柱
祭
に
向
け
て
の
初
め
て
の

会
議
を
開
き
、
御
柱
祭
に
向

け
て
の

一
歩
を
踏
み
出
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
平
成
二
十

八
年
の
御
柱
祭
に
向
け
て
、

申
歳
の
皆
様
を
中
心
に
実
行

委
員
が
結
成
さ
れ
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十
月
に
入
り
神
社
総
代
と

電
田炒

ｙ

Ｌ

ヽ

後
に
致
し
ま
し
た
。

今
後
の
方
針
と
し
て
、
来

春
に
仮
見
立
を
実
施
し
、
そ

の
後
に
本
見
立
を
行
い
御
柱

の
決
定
に
運
び
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
、
平
成
二
十

八
年
の
萩
山
神
社
御
柱
祭
が
、

大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下

で
盛
大
に
祭
事
が
出
来
ま
す

よ
う
絶
大
な
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
氏
子
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
康
と
、
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

硼 ■

「

可
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地
域
の和
・輪
　
　
紳し．端軽‐これポっぼ

三
区
自
治
会
長
　
　
　
ツ
多
世
代
交
流
、

古

瀬

栄

一

隔
年
で
ふ
れ
あ
い

下
市
田
三
区
は

運
動
会
を
実
施
し
て
お
り
、

天
竜
川
沿
い
の
河

又
高
年
女
性
を
主
体
に
自
由

岸
段
丘
下
段

・
中

に
参
加
で
き
る

「
ひ
だ
ま
り

段

・
上
段
に
ま
た
　
の
会
」
を
月

一
回
ペ
ー
ス
で

が
っ
て
二
四
五
戸
、　
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
会
は

人
口
九
四
四
人
を

全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
努
力

擁
し
、
下
市
田
区
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

い
に
し
え
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
萩
山
神
社

・

安
養
寺
を
抱
え
、
萩
山
郷
土

芸
能
保
存
会
が
行
う
春
祭
り
、

七
年
に

一
度
行
わ
れ
る
御
柱

祭
は
多
数
の
観
客
が
訪
れ
、

萩
山
神
社

へ
奉
納
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
若

い
世
代
の
方
達

の
転
入
が
多
く
み
ら
れ
、
地

域
が
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
若
返

っ
た
様
に
感
じ

ま
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
、

お
好
み
演
芸
会
、
老
若
男
女

で
成
り
立

っ
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

互
い
に
孤
独
に
な
ら
な
い
様

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て

も
ら

っ
て
お
り
ま
す
。

東
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大

地
震
が
予
想
さ
れ
る
折
、　
一

年
前
よ
り
防
災
委
員
会
が
構

成
さ
れ
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
を
基
に
防
災
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中

間
駅
が
上
郷
飯
沼
地
区
に
出

来
る
事
と
な
り
、
完
成
後
は

関
東

・
中
京
方
面
の
交
通
手

段
は
格
別
に
良
く
な
り
ま
す

が
、
中
間
駅

へ
の
ア
ク

セ
ス
の
関
係
で
環
境
が

極
端
に
変
わ
ら
な
い
様

願

っ
て
い
ま
す
。
三
区

全
員
が
、
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ヒ

マ
ラ
ヤ

の

登
山
と
探
検

二
区

松

島

去
年

（
二
〇

一
二
年
）
の

秋
、
富
山
県
立
の
立
山
博
物

館
に
よ
る
「山
岳
映
像
企
画
」

に
呼
ば
れ
た
。
内
容
は
五
十

四
年
前
に
旧
制
飯
田
中
学
山

岳
班
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
初
登
頂
記
録
映
画
と
、
当

時
の
回
想
を
語
る
催
し
で
あ

る
．
半
世
紀
前
の

当
時
は
、
外
国

ヘ

の
渡
航
禁
止
で
あ

信
Ｉ
辛
　
り
、
日
本
と
は
国

交
の
な
い
ネ
パ
ー
ル

ヘ
の
入

国
な
ど
、
登
山
と
は
異
な
り
、

登
山
す
る
よ
り
は
る
か
に
困

難
な
状
況
だ

っ
た
。
か
ら
く

も
い
く

つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
地
球
の
屋
根

へ
と
た

ど
り

つ
い
た
。
登
山
は
氷
河

の
氷
壁
を
い
か
に
し
て
登
る

か
が
日平
人
の
困
難
苫
だヽ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
に
と

っ

て
は
未
経
験
の
連
続
だ
っ

た
。
標
高
差
三
〇
〇
〇

米
の
氷
河
帯
を
十
五
日

間
か
け
て
登
頂
し
た
。

日
本
人
が

ヒ

マ
ラ
ヤ
の

処
女
峰

へ
初

登
頂
し
た
記

録
と
し
て
、

飯
田
山
岳
会

の
サ
ル
バ
チ
ョ

メ
初
登
頂
は

戦
前
戦
後
四

番
目
と
な
る
。
戦
前
は
立
教

大
学
に
よ
る
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
、

戦
後
は
日
本
山
岳
会
に
よ
る

国
を
挙
げ

て
の

マ
ナ

ス
ル

（
一
九
五
六
年
）
、
京
都
大
学

に
よ
る
チ
ョ
ゴ
リ
ザ

（
丁
九
五

八
年
）
、

続

い
て
わ
れ
わ
れ

の
サ
ル
バ
チ

ョ
メ
（
一
九
五

九
年
）
で
あ
る
。

の
方
は
ご
存
じ
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

予
算
の
内
容
は
、
被
災
地

の
住
宅
建
設
等
が
始
ま

っ
た

時
に
、
安
定
し
て
木
材
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
林
道
整

備

・
木
材
搬
出
の
た
め
の
工

事
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り

登
山
成
功
後
は
、
わ
れ
わ

れ
の
主
目
的
で
あ
る
ラ
ン
タ

ン
ヒ
マ
ー
ル
山
域
の
学
術
調

査
を
実
施
し
、
当
時
未
知
だ
っ

た
氷
河
奥
域
を
探
索
し
た
。

先
般
十
月
五
日
、
飯
田
美
博

で

「
山
岳
映
像
企
画
サ
ル
バ

チ

ョ
メ
」
を
実
施
し
、
記
録

集
の
出
版
を
手
掛
け
た
。

ま
す
。
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
た
め

に
必
要
な
予
算
な
の
で
し
ょ

う
か
？

被
災
地

の
が
れ
き

撤
去

・
新
た
な
街
づ
く
り
費

用
、
放
射
能
汚
染
地
域
の
除

染
作
業
費
用
に
重
点
的
に
予

算
を
使
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
後
長
期
間
に
わ
た

っ
て

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

復
興
特
別
税
。
た
だ
負
担
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
使
途

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

復
興
特
別
税
　
　
　
　
が
そ
の
費
用
を
負
担

五
区

小

川

俊

直

す
る
こ
と
は
、
誰
も

今
年
の

一
月
か
ら
二
十
五

が
理
解
し
、
反
対
す
る
こ
と

年
間
所
得
税
に
対
し
て
二

ｏ　
は
な
い
も
の
で
は
な
い
の
で

一
％
が
、
平
成
二
十
六
年
か

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
使

ら
は
県
民
税

・
町
民
税
そ
れ

途
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
復

ぞ
れ
五
百
円
が
、
東
日
本
大

興
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

震
災
の
復
興
施
策
の
財
源
確

る
の
か
、
注
目
し
て
い
く
必

保
の
た
め
に
課
税
さ
れ
る
こ
　
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
う
か
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
に
つ
い
　
　
こ
の
予
算
の
中
で
、
長
野

て
は
、
す
で
に

一
月
分
の
源

県
内
に
配
分
さ
れ
た
予
算
が

泉
徴
収
税
額
よ
り
、
復
興
特

あ
る
こ
と
を
、
新
聞
等
で
読

別
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。　
ま
れ
た
方
も
お
見
え
に
な
る

大
震
災
復
興
の
た
め
国
民

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
多
く

ヽヽ
、

¬

ハL」で
小 ,11■暉

ノ
～_、

ぃヽ、

L
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私
は
、
週
に
三
回
ス
イ
ミ

ン
グ
に
か
よ

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
九
月
二
十
九
日
に
あ

っ

た

「
第
七
回
長
野
け
ん
ス
イ

ミ
ン
グ
秋
季
Ｂ

ｏ
Ｃ
級
水
泳

競
技
大
会
」
に
出
ま
し
た
。

岡
谷
で
あ

っ
た
の
で
バ
ス
で

行
き
ま
し
た
。
私
は
５０

ｍ
の

平
泳
ぎ
、
ク

ロ
ー
ル
に
出
ま

し
た
。
平
泳
ぎ
は
、
５４
秒
６８

で
学
年
九
人
中
五
位
で
し
た
。

目
ひ
ょ
う
は
、
キ
レ
イ
で
早

い
泳
ぎ
だ
け
ど
キ
レ
イ
で
泳

が
ん
ば

っ
た
ぞ
〃

水
泳
大
会

小
三

宮

下

咲

良

（五
区
）

わたしの作文

ぼくの作文
ぐ

こ
と
ば
か
り

い
し

き

し

て
し
ま

い
ま
し

た
。

自
由
形

は

４７
秒

４３
で
あ
ま
り
い
い
け

っ

か
を

の
こ
す

こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な

が
あ
ま
り
出
せ
な
か

っ
た
の
。

り
、
レ
ベ
ル
が
高
く
て
大
会

で
、
は
ん
せ
い
、
ふ
り
か
え

と

っ
ぱ
タ
イ
ム
に
は
ま
だ
ま

り
を
し
て
こ
れ
か
ら
の
泳
ぎ

だ
お
よ
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、　
に
い
か
せ
る
よ
う
に
、
毎
日

早
い
人
の
泳
ぎ
を
見
て
べ
ん

し

っ
か
り
と
練
習
を
し
て
、

強
に
な
り
ま
し
た
。
帰
り
は
、　
次
の
大
会
で
は
、
タ
イ
ム
を
、

お
か
し
こ
う
か
ん
を
し
て
楽

ち
ぢ
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
が

し
く
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ん
ば
り
た
い
で
す
。

た
。
今
回
は
、

い
い
け

っ
か

小
学
校
最
後
の
運
動
会
　
　
脇
棚
鎌
岬
れ
「
中

小
六
　
北

林

茉

侑

（四
区
）
ろ
い
ろ
な
事
を
覚

最
後
の
運
動
会
の
決
意
は

え
な
く
て
は
な
ら
な
く
て
、

組
体
操
を
全
力
で
や

っ
て
、
　

大
変
で
し
た
。
ま
た
、
移
動

会
場
に
い
る
人
を
感
動
さ
せ
　
の
注
意
も
さ
れ
、
毎
日
は
だ

る
、
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
し
で
何
度
も
全
力
で
走
り
ま

そ
の
た
め
、
学
校
で
は
、
　

し
た
。

砂
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
　
　
毎
日
倒
立
五
回
連
続
成
功

■
■
■

代議員会研修旅行

さ
せ
る
と
い
う
宿
題

を
出
さ
れ
、
家
で
も

練
習
に
は
げ
み
ま
し

た
。天
気
の
関
係
で
、

一
日
の
び
て
む
か
え

た
当
日
。
係
の
仕
事

を
や
り
、
全
部
の
競

代
議
員
会
研
修
旅
行
が
、

九
月
五
日
～
六
日
に
行
わ
れ

技
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
組

体
操
。
気
合
だ
―
〃

ク
ラ
ス
全
員
で
円
じ
ん
を

組
み
、
そ
し
て
入
場
。
ウ

ェ
ー

ブ
を
や
り
、
三
段
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
。
く
ず
れ
か
け
た
け
ど
、

全
員
で
何
と
か
ふ
ん
ば
り
ま

し
た
。　
一
人
技
、
二
人
技
、

二
人
技
、
六
人
技
と
続
き
、

倒
立
も
決
ま

っ
た
〃

ャ

ッ

タ
ー
〃

ク
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
成
功
。
ニ
ク
ラ
ス
の
ピ
ラ

ミ

ッ
ド
は
全
員
で
た
え
、
最

後
は
な
ら
ん
で
あ
い
さ

つ
を

し
ま
し
た
。
全
力
で
や
り
き

っ

た
の
で
、
う
れ
し
か

っ
た
で

す
。

ま
し
た
。

今
回
は
、
神

戸
淡
路
島
方
面

へ
の
旅
で
す
。

台
風
明
け
の
朝

区
民
会
館
を
出

発
し
、　
一
路
神

戸

へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

車
中

で
は
下

井
区
長
さ
ん
の

挨
拶
が
あ
り
、

少
し
ア
ル
コ
ー

ル
も
入
り
和
や

か
な
う
ち
に
神
戸

に
到
着
し

ま
し
た
。

最
初
の
見
学
地

「
沢
の
鶴

酒
造
資
料
館
」
を
見
て
昼
食

を
と
り
、
次
は

「
神
戸
防
災

セ
ン
タ
ー
」
に
行
き
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
の
映
像
や
体
験

談
を
聞
き
、
災
害
に
対
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り
淡

路
島
に
到
着
、
本
日
の
宿
泊

地
洲
本
温
泉

の

「
海
月
館
」

に
到
着
。
ひ
と
風
呂
浴
び
て

宴
会
で
す
。

代
議
員
会
長
さ
ん
の
音
頭

で
乾
杯
を
し
宴
会
に
入
り
、

途
中
で
吉
川
副
区
長
さ
ん
の

手
品
が
場
を
盛
り
上
げ
賑
や

か
な
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
少
々
疲
れ
た
様
で

し
た
が
、
天
候
も
良
く
無
形

民
俗
文
化
財
の
淡
路
人
形
座

を
見
学
し
、
最
後
の
見
学
地

鳴
門
海
峡
の
う
ず
潮
で
す
。

大
潮
の
時
期
で
最
高
の
う
ず

潮
を
見
物
出
来
ま
し
た
。

沢
山
な
土
産
を
買
い
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。　
一
時
の
息

抜
き
を
し
、
親
睦
を
深
め
る

事
が
で
き
、
有
意
義
な
旅
行

で
し
た
。二
区
自
治
会
長

富

田
　
　
紘

恒
例
の
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
に
、
松
川
町
生
田
の
皆

様

の

「
和
楽
座
」
公
演
が
行

わ
れ
た
。
約
八
年
前
に

「
和

を
も

っ
て
楽
し
く
や
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
で
同

一
座
が
結
成

さ
れ
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
が
、
楽
し
く
、
元
気

な
演
技
や
、
踊
り
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

「
さ
く

ら
会
健
康
体
操
」

で

「
ぼ
け
な
い
音
頭
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歌
詞

の
と
お
り
、
何
か
の
趣
味
を

持
ち
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と

も
長
寿
の
秘
訣
の

一
つ
と
思

い
ま
す
。
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